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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第104期
第３四半期
連結累計期間

第105期
第３四半期
連結累計期間

第104期

会計期間
自 平成29年４月１日

至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日

至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日

至 平成30年３月31日

売上高 （百万円） 320,454 333,341 440,446

経常利益 （百万円） 6,786 1,820 10,955

親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益 （百万円） 6,756 203 10,721

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 9,401 △1,230 11,396

純資産額 （百万円） 73,695 72,521 75,691

総資産額 （百万円） 247,777 245,391 253,362

１株当たり四半期(当期)純利益金額 （円） 75.51 2.27 119.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.3 25.7 25.8
 

 

回次
第104期
第３四半期
連結会計期間

第105期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日

至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日

至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

（円） 27.30 △3.62
 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３ 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、第２四半期連結会計期間より、持分法適用関連会社であった㈱K.F.N.は、当社が保有株式の一部を売却したこ

とに伴い、持分法の適用範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、北米では景気の回復基調が続いております。欧州においても景

気は緩やかに回復しております。アジア地域においては、中国では持ち直しの動きが続いており、インド、インド

ネシアでは、内需を中心に景気が緩やかに回復しております。

　国内経済は、雇用環境の改善が続くなかで、緩やかな回復基調が続いております。

　当社グループの主要取引先であります自動車業界においては、北米では販売台数が前年同期と同じ水準で推移し

ており、欧州においては減少、中国でも減少しております。国内市場においては、前年同期に比べ増加しておりま

す。

こうした状況のなか、当社グループにおいては新５ヵ年計画を策定し、「安全、品質、ものづくり」の基本を徹

底し、構造改革と原価マネジメントの強化により収益確保に努めております。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は3,333億円(前年同四半期比4.0％増)となりました。利益につきま

しては、新たに生産開始された製品の生産準備費用が想定よりも発生しており、加えて計画していた原価改善活動

の遅れがあったこと、減価償却費の増加等の減益要因により、営業利益は23億円(前年同四半期比67.5％減)、経常

利益は18億円(前年同四半期比73.2％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億円(前年同四半期比97.0％減)

となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

売上高は1,925億円(前年同四半期比3.6％増)となりました。セグメント損失は１億円(前年同四半期は40億円

のセグメント利益)となりました。

②北米

売上高は771億円(前年同四半期比1.2％増)となりました。セグメント利益は13億円(前年同四半期比26.2％減)

となりました。

③欧州

売上高は210億円(前年同四半期比12.8％増)となりました。セグメント損失は９億円(前年同四半期は３億円の

セグメント損失)となりました。

④アジア

売上高は562億円(前年同四半期比7.6％増)となりました。セグメント利益は22億円(前年同四半期比10.9％増)

となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産については、現金及び預金の減少、売上債権の減少等により、前連結会計

年度末に比べて79億円減少し、2,453億円となりました。負債については、仕入債務の減少、未払費用の減少等によ

り、前連結会計年度末に比べて48億円減少し、1,728億円となりました。純資産については、為替換算調整勘定の減

少、その他有価証券評価差額金の減少等により、前連結会計年度末に比べて31億円減少し、725億円となりました。

 
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2,577百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成31年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 89,580,827 89,580,827

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。なお、
単元株式数は100株
であります。

計 89,580,827 89,580,827 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年10月１日～
平成30年12月31日

― 89,580 ― 16,820 ― 13,470
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成30年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成30年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式であり

ます。普通株式 102,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 89,397,800  893,978

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式であり

ます。

単元未満株式 普通株式 80,327 － －

発行済株式総数  89,580,827 － －

総株主の議決権 － 893,978 －
 

 

② 【自己株式等】

平成30年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
愛知県岡崎市橋目町字御茶屋１番地 102,700 － 102,700 0.11

フタバ産業株式会社

計 － 102,700 － 102,700 0.11
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

フタバ産業株式会社(E02195)

四半期報告書

 7/17



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 13,922 8,514

  受取手形及び売掛金 69,859 61,340

  製品 3,195 4,367

  仕掛品 11,819 14,469

  原材料及び貯蔵品 4,356 4,833

  その他 8,908 7,991

  貸倒引当金 △20 △19

  流動資産合計 112,041 101,497

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 30,756 31,609

   機械装置及び運搬具（純額） 34,215 44,198

   工具、器具及び備品（純額） 8,824 13,921

   土地 14,381 14,356

   リース資産（純額） 745 468

   建設仮勘定 25,271 14,366

   有形固定資産合計 114,195 118,921

  無形固定資産 663 889

  投資その他の資産   

   投資有価証券 15,664 13,752

   長期貸付金 831 829

   退職給付に係る資産 7,176 7,141

   繰延税金資産 2,538 2,159

   その他 1,413 1,365

   貸倒引当金 △1,161 △1,163

   投資その他の資産合計 26,462 24,083

  固定資産合計 141,320 143,894

 資産合計 253,362 245,391
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 51,082 42,558

  電子記録債務 7,905 4,294

  短期借入金 17,174 27,060

  1年内返済予定の長期借入金 12,342 12,466

  未払法人税等 435 480

  未払消費税等 716 468

  役員賞与引当金 60 50

  未払費用 12,341 9,899

  その他 9,959 7,183

  流動負債合計 112,018 104,462

 固定負債   

  長期借入金 51,740 54,488

  繰延税金負債 4,360 3,912

  役員退職慰労引当金 66 83

  製品保証引当金 184 188

  退職給付に係る負債 8,843 9,392

  その他 457 342

  固定負債合計 65,652 68,407

 負債合計 177,670 172,870

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 16,820 16,820

  資本剰余金 13,370 13,416

  利益剰余金 25,546 24,579

  自己株式 △151 △152

  株主資本合計 55,585 54,664

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 5,818 5,207

  為替換算調整勘定 3,301 2,324

  退職給付に係る調整累計額 748 788

  その他の包括利益累計額合計 9,868 8,320

 非支配株主持分 10,237 9,536

 純資産合計 75,691 72,521

負債純資産合計 253,362 245,391
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 320,454 333,341

売上原価 297,661 313,717

売上総利益 22,793 19,623

販売費及び一般管理費 15,476 17,248

営業利益 7,317 2,374

営業外収益   

 受取利息 135 90

 受取配当金 242 324

 作業くず売却益 162 223

 持分法による投資利益 127 －

 為替差益 155 －

 雑収入 467 358

 営業外収益合計 1,289 997

営業外費用   

 支払利息 757 628

 持分法による投資損失 － 85

 固定資産廃棄損 550 282

 為替差損 － 208

 雑損失 512 345

 営業外費用合計 1,820 1,550

経常利益 6,786 1,820

特別利益   

 投資有価証券償還益 1,149 －

 特別利益合計 1,149 －

税金等調整前四半期純利益 7,935 1,820

法人税等 673 1,063

四半期純利益 7,261 756

非支配株主に帰属する四半期純利益 504 553

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,756 203
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 7,261 756

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 513 △610

 為替換算調整勘定 1,387 △1,297

 退職給付に係る調整額 93 40

 持分法適用会社に対する持分相当額 145 △120

 その他の包括利益合計 2,139 △1,987

四半期包括利益 9,401 △1,230

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 8,722 △1,344

 非支配株主に係る四半期包括利益 679 114
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第３四半期連結累計期間

(自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日)

(持分法適用の範囲の重要な変更)

第２四半期連結会計期間より、当社の持分法適用関連会社であった㈱K.F.N.は当社が保有株式の一部を売却し

たことに伴い、持分法の範囲から除外しております。
 

 

(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日)

(税金費用の計算方法の変更)

従来、当社及び一部の国内連結子会社における税金費用については、年度決算と同様の方法により計算してお

りましたが、当社グループの四半期決算業務の一層の効率化を図る施策の一つとして、第１四半期連結会計期間

より連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

なお、この変更による影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
 

当第３四半期連結累計期間

(自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日)

(税金費用の計算)

当社及び一部の連結子会社における税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。
 

 

(追加情報)

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日)

 　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
 至 平成30年12月31日)

減価償却費 15,402百万円 17,728百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１  配当金支払額

 

決議
株式の
種類

配当金の
総額
(百万円)

１株当り
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月18日
取締役会

普通株式 268 3.00 平成29年３月31日 平成29年６月１日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

１  配当金支払額

 

決議
株式の
種類

配当金の
総額
(百万円)

１株当り
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月22日
取締役会

普通株式 894 10.00 平成30年３月31日 平成30年６月５日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 173,477 76,240 18,646 52,090 320,454 － 320,454

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

12,401 7 56 213 12,679 △12,679 －

計 185,879 76,247 18,702 52,304 333,133 △12,679 320,454

セグメント利益又は損失（△） 4,040 1,850 △303 2,018 7,606 △289 7,317
 

(注) １　セグメント利益の調整額△289百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

合計
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 179,052 77,099 21,018 56,170 333,341 － 333,341

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

13,526 90 73 88 13,777 △13,777 －

計 192,579 77,189 21,091 56,258 347,118 △13,777 333,341

セグメント利益又は損失（△） △149 1,366 △998 2,239 2,457 △83 2,374
 

(注) １　セグメント利益の調整額△83百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
 至 平成30年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 75円51銭 2円27銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 6,756 203

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益金額(百万円)

6,756 203

普通株式の期中平均株式数(千株) 89,479 89,478
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成31年２月12日

フタバ産業株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　　中　　鋭　　一 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　林　　正　　英 印

 

     
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフタバ産業株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フタバ産業株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

会社の平成30年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に

係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び

監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成30年２月８日付けで無限定の結論を表明

しており、また、当該連結財務諸表に対して平成30年６月20日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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